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日本語学習者の人生の径路に表れる日本との接触
― 日本に住み、働きつづける日本留学経験者 D の場合 ―
How the Contact with Japan Appears in the Trajectory of Life 
of a Japanese Language Learner: Case Study of Ex－Oversea 
Student D Who Keeps Living and Working in Japan
丸山千歌・小澤伊久美
MARUYAMA Chika, OZAWA Ikumi
〔要旨〕
　2018 年に「出入国管理及び難民認定法」が改正され（入国管理局、2018 ）、2019 年は「日
本語教育の推進に関する法律」が公布・施行されるなど（文化庁、2019 ）、日本社会では急速
に多文化・多言語化に向かう動きがある。このような時代において、非日本語母語話者である
日本語学習者が「日本語・日本社会と向き合って生きていこう」と考えるに至る径路や、そこ
に影響を与える要因を明らかにすることは、知日派の育成を考える上で重要である。
　そこで、本研究は、PAC 分析法と TEA を用いて、日本での 1 年の交換留学を経て大学を卒
業してから日本に住み、働き続けることを選択して数年以上経過している元日本語学習者が、
日本での日本語学習や経験をどのように意味づけているかを考察する。結論として、研究開始
当初は TEA で言う等至点（ EFP ）を「日本や日本語と関わりを持ち続けて、日本で生活し続
け る こ と 」と 想 定 し、歴 史 的 ご 招 待（ Historical Structured Inviting: HSI ）（ 安 田・サ ト ウ、
2017 ）に基づき協力者 D を研究協力者として「お招き」した。そして、インタビューを続け、
分析を重ねる中で、第 2 の等至点（ 2nd EFP ）として「日本に住まないとしても、日本や日本
語と関わって生き続ける」を設定するに至った。本稿では、この分析の内容を示すとともに、
今後日本語教育関係者が日本語学習を促す上で意識すべきことについて提案する。
Key word: 日本留学、サブカルチャー、日本語学習、卒業後の進路、日本社会との関係を
維持
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1．はじめに
　2018 年に「出入国管理及び難民認定法」が改正され（入国管理局、2018 ）、2019 年は「日本
語教育の推進に関する法律」が公布・施行されるなど（文化庁、2019 ）、日本社会では急速に多
文化・多言語化に向かう動きがある。このような時代において、非日本語母語話者である日本語
学習者が「日本語・日本社会と向き合って生きていこう」と考えるに至る径路や、そこに影響を
与える要因を明らかにすることは、知日派の育成を考える上で重要である。
　丸山・小澤（ 2018、2019a ）は上の背景を踏まえ、個人別態度構造分析（ PAC 分析法）（内藤、
2002 ）と、人間の文化的発達を非可逆的時間と文化社会的文脈との関係の中で捉え、記述する
ための方法論的枠組みである複線径路・等至性アプローチ（ TEA ）（安田・サトウ、2017 ）を組
み合わせて、日本での 1 年の交換留学を経て大学を卒業し、日本に住み、働き続けることを選択
して数年以上経過した元日本語学習者が、日本での日本語学習や経験をどのように意味づけてい
るかを分析している。本研究は、元日本語学習者 D を取り上げ、文化心理学の考えに基づき、
日本への留学経験を持つ日本語学習者らの人生の径路の解明を試みる。
2．先行研究
　本研究は、丸山・小澤（ 2018、2019 ）と同様に、学習者要因を通時的に捉えることを試みる。
学習者要因とは、第二言語習得において学習者間の違いを生み出すと考えられる原因のことで
（ JACET SLA 研究会、2000：45 ）、林（ 2005 ）では、この学習者要因の下位分類の整理がなされ
ている。学習者要因に関連する研究は、日本語教育においては文野他（ 2006 ）や有川（ 2010 ）、
丸山・小澤（ 2011a、2011b ）などがある。丸山・小澤（ 2011a、2011b ）は、日本語学習者が日
本語教材とどのように向き合うかという観点から、PAC 分析法を活用した学習者要因に関する
研究で、日本への留学前の留学経験の有無が、日本語学習者の主体的な読みを促す一つの鍵とな
ることや、ステレオタイプ的な教材の読み取りは留学をすることだけでは変わらず、むしろ留学
中の接触体験の深さと新味が、日本語学習者の批判的な視点を持った、主体的な読みを促す鍵に
なるということを示した。
　文化心理学では「個人が日常的に相互行為を行う他者や人工物（道具）」（上村、2018：277 ）
を文化と捉え、「自己と文化とが相互に関係しながら個人が文化を創り上げる」（木戸・サトウ、
2019：10 ）と考える。文化心理学の第一人者の一人であるヴァルシナーは、「記号」を「未来と
向き合う何らかの機能をもち、過去の状態から何か新しいことへと導く何か」であると定義して
いる（木戸・サトウ、2019：36 ）。丸山・小澤（ 2018、2019 ）、小澤・丸山（ 2019a, 2019b ）、
Ozawa and Maruyama（ 2019 ）はこの考えを取り入れた研究で、本研究もこの一連の研究に位
置付けられる
　本研究は、丸山・小澤（ 2018、2019 ）とは異なる選択、具体的には日本での 1 年の交換留学
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を経て大学を卒業してから日本に住み、大学の非常勤講師、特任教員を経由して、インタビュー
時は研究所の所員として勤務している、このように日本で働き続けることを選択して数年以上経
過した元日本語学習者 D を対象に、PAC 分析法と TEA の両方を活用して分析を行う。
3．方法
3.1　調査協力者の概要
　調査協力者はインタビュー実施当時、地方都市の研究所に所属し、非常勤講師として大学でも
教鞭をとる日本語非母語話者（以下、協力者 D ）で、今後も日本・日本語と関わりながら生活
を営む可能性がある。概要は表 1 の通りである。英国の大学で日本語を専攻し、交換留学により
日本に 1 年滞在し、大学卒業後同時通訳のサマーコースに参加、その後、日本の大学院に進学し
た。大学卒業後は日本の大学に就職（特任講師× 2 回）し、非常勤講師として大学で働きつつ地
方都市の研究所の業務委託を引き受ける。その後、その研究所に就職した。インタビューは対面
で 4 回行った。研究は TEA で言う等至点（ EFP ）を「日本や日本語と関わりを持ち続けて、日
本で生活し続けること」と想定して開始した。
表 1　協力者 D の概要
出身地 ペルー
年齢・性別 30 代・男性
職業 地方の研究所の所員、大学の非常勤講師
言語背景と日本語学習歴
イタリアにルーツのある家庭に育つ。7 歳で英国移住。英国移住後は学校で英・
仏語を学ぶ。大学入学前に夜間コースで日本語を学習。学部は日本研究専攻、
1 年の交換留学を経て学部卒業後日本語と英語の同時通訳のサマーコース（ 8
日間）、日本の大学院（研究生を経て、別の機関の修士課程）ではメディア論・
社会学を専攻。大学院卒業後、日本の大学に就職（特任講師× 2 回）、非常
勤講師として大学で働きつつ地方都市の研究所の業務委託を引き受ける。そ
の後、その研究所に就職。非漢字圏。
母語 スペイン語
インタビュー実施時期
1 回目：2018 年 6 月 17 日　（約 3 時間半）
2 回目：2018 年 7 月 10 日　（約 2 時間 40 分）
3 回目：2018 年 9 月 2 日 　（約 2 時間）
4 回目：2018 年 12 月 10 日 （約 3 時間）
3.2　インタビュー方法
　本研究は PAC 分析法と TEA を複合的に活用する。具体的には、協力者 D に同意を得た上で筆
者らが 4 回インタビューを行った。まず 1 回目と 2 回目は PAC 分析インタビューの手法で、3
回目は TEM 図を作成するためのインタビューを、4 回目は TEM 図を確認するためのインタビュ
ーを行った。
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　PAC 分析法について、丸山（ 2016 ）は、調査項目の設定の自由度が各段に高い、また調査協
力者が中心となるという特徴があるとしている。この特徴を生かして、丸山・小澤（ 2018、
2019 ）は、インタビュー実施者と協力者とが、インタビュー実施者の協力者に期待するストー
リーを共同で構築するリスク（佐藤、2015 ）を、PAC 分析法を活用することで低減する手順を
踏んでいる。本研究も同様の理由から、TEA を研究手法の主軸に据えつつ、PAC 分析法を組み
合わせる。
　PAC 分析法で使用した刺激文は「『わたしと日本・日本語の過去・現在・未来』と聞いて思い
浮かべるのはどのようなことですか。あなたが思い浮かべたことを言葉やイメージで表してくだ
さい。書くときには思いついた順に、順位の番号を付けてください。」である。
4．結果
4.1　PAC 分析インタビューの結果
　PAC 分析法インタビューは内藤（ 2002 ）の手順で進め、協力者 D は 37 の連想語を挙げた。統
計処理は、重要度順に並べた各連想語の非類似度評定を SPSS version20 を用いて階層的クラス
ター分析にかけるという手順をとったが、その結果描画されたデンドログラムを図 1 に示す（左
の数値は各連想語の重要度順位である）。各連想語と重要度順位、印象、3 つのクラスターの名
付け、全体のクラスターの名付けは表 2 の通りである。
　PAC 分析インタビューで、協力者 D はこれを 3 つのクラスター（以下、CL ）に分けることに
同意し、各 CL を次のように名付けた。重要度順 28 , 37 , 24 , 34 , 32 , 36 , 29 , 33 , 10 , 31 , 30 , 35 , 6 の 13
項目から成る CL1 は「時代性」、同 4 , 18 , 21 , 22 , 3 , 19 , 20 , 16 , 9 の 9 項目から成る CL2 は「不安と
不満」、同 7 , 11 , 5 , 25 , 2 , 14 , 23 , 13 , 17 , 26 , 12 , 15 , 27 , 1 , 8 の 15 項目から成る CL3 は「日本社会」、
そして CL 全体を「私と日本の今」と名付けた。
　PAC 分析インタビューは基本的に、調査協力者がまず各 CL の印象について述べ、次に CL 間
の共通点や相違点についての印象を自由に話す順番で進むが、協力者 D はインタビューの冒頭で、
CL 間の関係性について解釈した。具体的には、CL1 は協力者 D が見ている時代の流れを表し、
CL2 と 3 は、協力者 D が捉える時代に対する協力者 D の考えという関係である。
　各 CL の印象について、協力者 D は、CL1 を「時代性」と名付け、連想語をまとめて、協力者
D が現在をどのように見ているかを表しているものだと述べた。協力者 D が捉える時代性とは、
日本語を勉強していたときと、今とでは、時代が急激に変わっているというもので、日本語の世
界における位置づけそのものも、日本語の使い方も、日本語学習者に対する世間の扱い方も違う
と述べた。その例として、「 VAPORWAVE 」という連想語について、それは日本語をかっこうよ
く使うデザインあるいはモチーフとして使われる新しい若者の文化、つまり、サブカルチャーの
ことを指すと説明し、日本語の能力は要るかと言えば要らない、昭和時代の懐かしさが潜んでい
るという雰囲気だけを出すために使われているものだとした。加えて、「国の言葉のがいねんは
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もはやない」という連想語についても、インターネットの普及に伴い、コミュニケーションツー
ルとしての英語が、英語圏という地理学的な概念から外れてきたのと同様に、日本語も今はデザ
インの一種として使われていることが多くなってきており、今までの言語としての日本語という
よりも、デザインのモチーフとして、何かビジュアルという点でも音という点でもセンスのある
ものとして捉えられる時代に入っているとした。
　CL2 は「不安と不満」と協力者 D が名付けた連想語のまとまりである。協力者 D は自身の大
学での専攻が日本研究であるが、日本語力は日本で、生活あるいは仕事を日本人と同じレベルで
やる場合は、特殊な能力ではないということに気づいたと言う。日本語を獲得したからと言って
も、就活などで日本人と競争する場合はどう考えても不利だと考えていて、現在は日本語プラス
アルファの何かの特殊能力、すなわち、特別な知識や専門を身につける必要があると考えている。
自身は大学院で社会学を研究したが、その力を発揮しているかと言えば十分ではない気がしてい
るので、それに対する不満があり、それが「こんらん」や「毎日の不安」という連想語に表れて
いるとした。仕事上問題があったときには、自身の日本語力による問題なのか、自身が仕事でき
ないからなのか、それとも両方なのという気持ちがある。「白人が日本語を勉強しなくていい」
図 1　協力者 D のデンドログラム
表左の数字は連想語重要度順の番号
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表 2　調査協力者 D の連想語と順位、印象、および CL の名付けの内訳
CL CL 重要度 連想語 印象
私と日本の今
時代性
28 和せい英語→外せい日本語？ 0
37 「アニメ言葉」「アニメセリフ」は日本語じゃない 0
24 「国の言葉」のがいねんはもやはない 0
34 日本語は「カッコイイ」という時代はおわり？ 0
32 日本語が読めない人は今どう見ているかはんだんできなくなって困ってる －
36 ROMAJI　どう表現？　［※下線部分は本当は箱で囲まれている］ 0
29 “VAPORWAVE” ＋
33 20［重要度 32 ］に続き　（日本のイメージ全体もそう言える） －
10 有名・著名・現在無意味 －
31 人材育成？ －
30 時代のズレ 0
35 社交性 0
6 白人が日本語を勉強しなくても良い？？ 0
不安と不満
4 単純に未だに聞きとれず、わからない単語多い －
18 生活のえいきょう －
21 通訳能力がおちている －
22 相手に伝わるかどうか －
3 わかったつもりが実はわかっていなかった －
19 こんらん －
20 毎日不安 －
16 忘れる不安 －
9 私自身にちゃんと伝わってるかどうか －
日本社会
7 有利なのかどうか 0
11 「奥さんが日本人だからね？」と言われるとくやしい －
5 everyone’s an expert －
25 外国において、日本語を活かしたほうが有利？ 0
2 専門 0
14 ［ microaggression ］ －
23 「あなたの国は」？→どうこたえるべきか 0
13 「海外では××はどう？」と聞かれ、自分が「海外」代表になる？ －
17 不安× 2 －
26 ロジックギャップ －
12 「がんばれ」「しょうがない」はどうせいりすればいいか 0
15 仕事 0
27
日本語の特ちょう→その他の言語と違って、社会のなりたちがはんえいさ
れている→他国に戻るのが大変
0
1
日本語専攻ということは、日本で仕事しようとすると、日本人と一緒だか
ら、別に＋面としてではない
0
8 「日本人になれない」ことを、いかにしょりするか 0
日本語学習者の人生の径路に表れる日本との接触 
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んだと思うのは、協力者 D と似たような仕事を、海外でやっている若者たちが大勢いて、その
人たちの日本語は中途半端であっても普通に海外担当などのポジションで仕事ができているから
だと考えている。このようなことを言うと、「ジェラシーを感じている」んじゃないかと思われ
るかもしれないが、日本語を勉強したのは無駄だと感じることが多少あると言う。アニメスタジ
オで仕事をするのであれば、普通にアニメの勉強をしたほうがよかった、現実には日本語とアニ
メの勉強の両方をやる時間がなかったと語った。専門性は必要なので、日本語というスキルを、
日本以外で活用したほうがより賢い選択かもしれないと思うこともあるとした。
　CL3「日本社会」では、協力者 D は連想語のまとまりを日本の生活のことだと述べた。一般的
には「あなたの国は」「海外では何々がどう」といった「 microaggression 」（具体例は後述）に
ついて、自身はあまり気にしないが、気にする人は多いので、日本人の態度が変わっていかない
といけないのかもしれないと語った。また、日本文化の発信を各言語で行う際に、英語版を下敷
きにする傾向があることを指摘し、日本語版を下敷きして各言語版を作成するほうがいいという
考えを示した。マーケットとしてはフランス、イタリア、スペインのほうが大きく、また歴史が
長いのに対し、15 年ほどの歴史と経験しかない英語圏が、研究者グループを編成し、いかにも
正統派の、英語圏におけるポップカルチャーの拠点を作ってしまったことや、日本側が、フラン
ス、イタリア、スペインを見ずに、英語圏しか見ていないのを残念に感じている。英語圏イコー
ル海外といった態度は、日本があらためるべき問題だという見解を示した。
　また、仕事では、よく「海外ではどう？」と聞かれるが、その「海外」は要するにアメリカと
いうことなのか、または自身がすべての国を代表しないといけないのかがわからないので、でき
るだけ丁寧に、自分は中東やアフリカ、アジア諸国は分からないこと、南米、アメリカは多少分
かるし、イギリスは 80 年代なら分かるということを伝えると相手はあきれてしまうと言う。相
手としてはシンプルなことを聞いたつもりでも、実際にはシンプルな答えがないということを、
協力者 D は知ってもらいたいが、逆に面倒くさいという印象を与えることになってしまうとい
うことを述べた。
　「 microaggression 」は、外国人だから、また多分日本語分からないからといって特別扱いさ
れることを好まない人が感じていることであるとした。協力者 D 自身はそれほど嫌だと思わな
いが、一生懸命勉強して、日本人と同じように暮らそうと思っている人や、日本の国籍を持って
いたとしても、顔が違うからといって、マクドナルドなどで断りなく英語のメニューを渡される
たりするのは嫌だと感じる人が増えていると述べた。協力者 D 自身も、「あなたの国は」と聞か
れたときには、イギリスだと言いたくないし日本での生活が長いから、イギリスの現在の状態は
分からない。さらに生まれはペルーだが、ペルー国籍はなく、イタリア国籍はあるとなると、質
問した人の「あなたの国は」という質問に対して、「あなたの国」の定義をまず教えてください、
となり、また面倒くさくなる。また、国に帰らないかといった質問をたまにされるが、日本で結
婚して日本で長年生活しているので「帰る」という概念が自身にはない。このような例を挙げな
がら、日本人の素朴な態度は、ときとして「 microaggression 」があり、また事態の複雑さが想
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定できていないことがあることを指摘した。
　次に CL 間の関係について見る。CL1「時代性」と CL2「不安と不満」は CL1 が協力者 D 自身
の意見が入っているかもしれないが時代の変化についての話で、CL2 が協力者 D の内面的なも
のであるという違いがあるが、この 2 つは関連が強く、CL1 から CL2 に思考が流れていくとした。
次に CL1 と CL3 については、CL1 が時代の変化の話であるのに対し、CL3 は CL1 とは直接つな
がらない内容であり、また、以前からあったが、協力者 D 自身が気づくのが遅かった課題だと
した。また CL2 と CL3 は、CL2 が内面的な内容であるのに対し、CL3 が事実である点が異なる。
この 2 つは関連が強いが、思考の流れとしては CL3 から CL2 に流れていくとした。
　調査協力者は CL 全体を「私と日本の今」とし、CL1 を体験して、CL3 の事実に気づいた結果、
CL2 の気持ちになると述べた。
　CL 間の関係についての発話から、大学で日本研究を専攻し日本で家庭を持ち、日本での生活
が長くなった協力者 D が、サブカルチャーにおける時代の変化を体感しながら（ CL1 ）、日本で
仕事を続ける中で自身の専攻について考えるようになり、日本語を専攻した者が日本で仕事する
ことは、日本人と同条件で働くことを意味するから、自身の専門性がとりたててプラスに働くこ
とはないのだと思い至り（ CL3 ）、仕事や仕事上のコミュニケーションに不安や不満を持つこと
がある（ CL2 ）という姿が見えてくる。
　協力者 D の日本語学習への取り組みは、CL に関する質問の後の、個別の連想語に関する質問
の中で表れた。例えば CL1 の連想語 27「アニメ言葉アニメセリフは日本語じゃない」について
である。協力者 D は大学時代の日本語学習について次のように語り、、生活の様々な場面を日本
語環境にして、長時間日本語に接触するような努力をしている。
僕が日本語を勉強してるときに、やっぱり授業、私の場合は毎日授業があったんですけど、
でも、毎日といっても、1 時間か 2 時間だけの、毎日だけじゃ足りないわけですよ。環境づ
くりからやらないといけないから、日本人の友達と話したりするのももちろん大事なんです
けど、日本の映画とか日本のアニメとかを、後ろに流しっぱなしにして、とにかく脳と耳が
サウンドに慣れるという環境づくりをしていたんですね。ただし、気づいたのが、アニメに
出てくるせりふは、必ず日本語、あるいは一般的な日本の会話で使われてるフレーズではな
いんですね。それ使ってみて初めて知ったんですよ。だから、いろんな人に迷惑かけたと思
いますけど。
また、「目的はそれをマスターするためなので、とにかく常にやっていないと駄目だと、ひたす
ら思ってた」とし、日本語環境を作る努力は日本語習得のためだったと述懐している。
　こういった学習を協力者 D は「むしろそれが好き」で、「日本に興味を持った」からかもしれ
ないが、「何度も見てある場面とかある状況においては、こういうフレーズが使われるんだと思
った」という。そして試しに使ってみると日本人の相手に「どこで覚えたのそれ」と聞かれたり
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して、本人としてはどこでもいいから、合っているのかという確認したら、「うん、そう、そう
いう意味なんだ」「あ、やっぱりそうなんだ」というやりとりがあり、このように実地で試して
使い方を確認し、表現が日本語教科書に出てきていたと述べた。本人としては教授法を考えてこ
のような学習を進めてきたわけではないが、「よく考えたらそういうふうに英語も覚えたわけで
すよ」と述べ、7 歳で移住し英語を習得したときの、「ひたすらテレビとかそういうのを見てた
だけで、それをまねすることで似たような状況が実の世界で生じたら、このときはこういうふう
に言うんですよね」という経験を生かして、「頭の中で訳してるんじゃなくて、この場面でこう
やって言うんだ」ということを「多分赤ちゃんが初めての言葉を学ぶ」ときと同じように学習を
したと述べている。
　現在は、大学で学生から「英語を勉強する方法は何がいいんですか」とよく聞かれるが、「常
に（目標言語に接触する）環境を作っておかないと、脳は自然にはなれないんですよ。私がやっ
てる授業は大体、週に 1 回か週に 2 回だけなので、それじゃ駄目なんだよ。ほんとに学びたいの
か、それとも単位だけが欲しいのかというのをまず考えて」と答えるようにしていると述べてい
る。このような述懐から、学習者 D が目標言語である日本語習得のために環境設定を含め、あ
らゆる面で不断の努力を重ねてきたことがわかる。
　日本語教育の経験が長い筆者らがインタビューをしていても、協力者 D の日本語力は非言語
部分を含め卓越していることが一目瞭然であったが、そのような協力者 D であっても、現状の
仕事や自身の専門性についての葛藤があることが発話から読み取れる。インタビュー時の協力者
D の意識が、どのような経験に基づいているかを丁寧に見ていくために、TEM 図を描くための
インタビューを 2 回実施した。次節ではこれらのインタビューを踏まえて作成された TEM 図を
示し、分析を行う。
4.2　TEM 図に基づく分析
4.2.1　分析のための枠組み
　まず、TEM 図を描く上で必要な概念は、等至点（ Equifinality Point: EFP ）、第 2 の等至点（ 2nd 
Equifinality Point: 2nd EFP ）、両 極 化 し た 等 至 点（ Polarized Equifinality Point: P－EFP ）、分 岐 点
（Bifurcation Point: BFP）、必須通過点（Obligatory Passage Point: OPP）、社会的方向付け（Social 
Direction: SD ）、社会的助勢（ Social Guidance: SG ）の 5 点である（安田・サトウ、2012 ）。本
研究における概念の意味は表 3 の通りである。
4.2.2　日本・日本語と関わって生きることに対する協力者 D の意識の変容
　以下は、本研究が分析の対象とした TEM 図の凡例（図 2 ）と、協力者 D の TEM 図（図 3 ）で
ある。
　協力者 D が EFP「日本や日本語と関係を持ち続けて生きる」に至るまでの経験を TEM 図（図 3）
に表し、TEM 図の全体像を下の第Ⅰ期から第 V 期の 5 つの期間に区分した。
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表 3　TEM 図に関わる諸概念と本研究における具体的概念
概念 本研究における具体的意味
等至点（ EFP ） 日本や日本語と関わりを持ち続けて、日本で生活し続けること
両極化した等至点（ P－EFP ） 日本や日本語と関わりを持ち続けて日本で生活し続けることを諦める
第 2 の等至点（ 2nd EFP ） 日本や日本語と関わって生き続ける
分岐点（ BFP ）
①　 ロンドンのおばを訪問
②　 アメリカにいる友達を訪問
③　 日本に行こうと思う
④　 イギリスの大学に入学
必須通過点（ OPP ）
①　 日本がいいと思う
②　 日本に留学
③　 日本でやっていける、日本で生活していきたいと思う
社会的方向付け（ SD ）
①　 日本旅行中の体験：日本人なのに日本のアニメを知らない
②　 日本での交換留学中の経験：日本の企業で働くのは嫌
③　 日本は自分のいいものを大事にしないのか：エルドラドのオリジナ
ルがない
④　 好きなものが全部ゴミ扱い
⑤　 交換留学中も日本の良さを伝える
⑥　 努力をしても理解がない人との差が縮まらない、仲間がいない
⑦　 日本人でなくても日本風のコンテンツが作れるようになってきたし、
海外のニーズに合わせることができる
⑧　 周囲の反応（学生やコンテンツビジネス関係者、クリエーター、ク
ールジャパン政策など）：自分が頑張っても変わらない
社会的助勢（ SG ）
1 ． 家庭環境：「ペルーは卒業する国」叔父・叔母
2 ． 社会環境：「ペルー以外の国はみんな偉いんだ」世の中みな輸入品、
解像度悪い白黒 TV でアメリカのロケット打ち上げを見る等
3 ． 社会環境：日本の物との接触が多い（ファミコン他）
4 ． 社会環境：日本アニメと出会う（南米 TV コンテンツの在り方）
5 ． 個人の性格：映像表現に関心（コマ割、CM など）
6 ． 気候や風土：ロンドンは寒くて暗い、アニメは子どもっぽいと扱わ
れたショック（ TV や友達の扱い）
7 ． アメリカ版アニメへの幻滅：アメリカ主導のトランスフォーマーは
ダメだ。
8 ． 母親の仕事：ユーロスターで訪仏、日本漫画専門店で買い物
9 ． アメリカ訪問：ペルー時代の母の友人宅へ。ファミコンがあってそ
ればかり。
10． アメリカ訪問：ユニバーサルに行って感動。Back to the future のア
ニメ版の存在も感動「なぜイギリスにないの」、Xmen は深い
11． アメコミ専門店に行き、セル画のコレオグラフィーとの出会い
12． 日本旅行中の体験：美しい日本の風景
13． 絵のクラス：アニメ好きなクラスメートから情報を得る
14． Evening course：日本語と社会の関係に関心を持つ
15． 大学のクラスメート：日本語環境を作る
16． 社会環境：日本の生活は便利、治安よい、美味しい食べ物
17． 個人の性格：才能が認められても他の人ができることはしない。自
分しかできないことをやりたい。生活の便利さより生きがいを求め
たい。
18． 個人の性格：諦めたら起きられないぐらい落ち込むと予想がつく
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第Ⅰ期　 ペルーでの幼少期・イギリスへの移住 ― ペルーからロンドンのおばを訪問し、イギリ
スに移住するまで
第Ⅱ期　 イギリスでの幼少期から青年期① ― パリやアメリカでアニメの魅力に気づき、日本の
アニメの素晴らしさに改めて感動し、日本に行こうと思うまで
第Ⅲ期　 イギリスでの青年期② ― 日本を旅行して日本の言語や社会に関心を持つようになり、
イギリスの大学に入学し、日本留学を決めるまで
図 2　凡例
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図 3－1　協力者 D の TEM 図（ 1/2 ）
図 3－2　協力者 D の TEM 図（ 2/2 ）
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第Ⅳ期　日本滞在期 ― 日本留学から現在まで
各区分ごとに、表 3 で表した BFP ①～④の分析結果を中心に、協力者 D の語りを記述する。
⑴　第 I 期　 ペルーでの幼少期・イギリスへの移住 ― ペルーからロンドンのおばを訪問し、イ
ギリスに移住するまで：BFP ①以前
　幼少期を過ごしたペルーは、国全体としてはテロなどで一番危険な時代だったと思うが、自身
は安全な環境で生活していた。
いろいろな国のものが輸入されていることが当たり前で、アメリカのアニメ文化との接点もあっ
たし、日本のアニメと接触する機会もあったが、5 , 6 歳のころには日本のアニメを他と違うとい
う感覚で観るようになっていた。いわゆる普通の子どもで、近所の友だちと外で遊ぶのも好きだ
ったし、テレビゲームをするために友だちの家を行き来することもしていた。居住地区も家庭も
富裕層で、またアメリカを頻繁に行き来する親戚がいたこともあり、現地で価格的にも手にはい
りにくいおもちゃやゲームに触れる機会に恵まれていた。
　親戚のおばは、富裕層であっても独立をして生活する希望を持っていて、単身イギリスに渡っ
ており、自身が移住する少し前に、母親に連れられてイギリスに渡り、そのおばを訪ねた。おば
は、ケンタッキーでアルバイトをしていた。今思うと単純労働なのだが、その当時はかわいそう
とかそういう気持ちでなく「すごい」と思った。また、そのときに「先進国のおもちゃ屋」（ハ
ムリーズ）に行き、複層階建てで、どの階にもおもちゃが積みあがっていて、当時一番流行って
いたトランスフォーマーの大きなおもちゃ（ペルーにはなかなか輸入品として入ってこない珍し
いもの）がサンプルとしてだれでも触れるように置いてあった。サンプルなのでさんざん子ども
たちに触られて壊れていたと思うが、ペルーだと、怖くて触れないほどの高級なおもちゃ、当時
の自分たちからすれば「黄金よりも価値があるもの」が、おもちゃ屋のなかで「普通にごみ扱い」
されていることについて、「なんか国が違うな」とショックを受けた。
　その後、7 歳でイギリスに移住したときには、「先進国のおもちゃ屋」には自分自身が同じよ
うな反応をしなかった。それは自分が「大人にならなかった」から。先進国のおもちゃやアニメ
はブームになると新しいものが出続けるが、子どもたちが求めているものが出続けているかどう
かは別だと思う。それに、先進国のおもちゃやアニメがペルーにローカライズするまでには時間
がかかる（約 3 年）ので、自分が心からすごいと思っていたおもちゃは、移住後の「先進国のお
もちゃ屋」にはなかった。
⑵　第Ⅱ期　 イギリスでの幼少期 ― パリやアメリカでアニメの魅力に気づくまで：BFP ①～②
　かつてブームになっていたおもちゃやキャラクターに魅了されつづける協力者 D は、イギリ
スでは、周りから「お子ちゃま」扱いをされていたが、自分自身は「実は私がみてきたものはあ
なたたちが今現在アニメと呼ばれているものよりは深いし複雑で、よりマチュア」だったと認識
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している。
　また、母親がペルーで友だち関係にあった一家が、自身のイギリス移住と同じタイミングでア
メリカに移住した関係で、アメリカを旅行する機会があった。そこで、ディズニーランドやユニ
バーサルスタジオに出かけたが、ユニバーサルスタジオはまさに「私の世界」ですばらしいと思
った。現地のテレビでバックトゥザフューチャーをアニメ版で見て、ポピュラーサイエンティス
トたちが、すごい努力をして、エンターテイナーっぽく、科学はすごく面白いよというのを一般
層に訴える努力をしているのも心を打たれた。イギリスでは、ペルーのときと同じように絵を描
いたり、一緒に映画を観たりする友人ができ、彼が転校したあとも大学入学のころまでは付き合
っていた。
　また、母親がユーロスターで働いていたおかげで、フランスに度々出かける機会に恵まれてい
た。イギリスで入手できない日本の CD や日本語で書かれた輸入本が置いてある店が多く、普通
のニューススタンドでもフランス語に翻訳されている漫画や日本のアニメの情報誌も売っていて、
日本のサブカルチャーに接する機会ができていた。
　そのような経験の中で、ペルーで触れていた日本のデザインは「こんなに進んじゃったか、お
れが見てないうちにと思って」最先端の日本へ見に行こうと思うようになった。
⑶　第Ⅲ期　 イギリスでの青年期① ― アニメに魅了され、日本のアニメに出会い日本に行こう
と思うまで：BFP ②～③
　大学に入る半年から 1 年前くらいのころ、4 月に初めて旅行で日本を訪れた。そのころは日本
へ単身で行くことは一般人はまずしなかったことなので、旅行者が実験的に出したプログラムに
参加した。四国エクスプローラーというプログラムで、すべての必要なチケットや切符がパッケ
ージになっているもので、母親と二人で参加した。いろんな美しい風景があり、町の風景もすご
く好きだった。一つだけ気に入らなかったのは、協力者 D が期待していた「みんながアニメが
好き」といった雰囲気がなかったことだった。協力者 D としては、イギリスの VHS デッキをど
のリージョンでも再生できるようなものをわざわざ買っているので、せっかく日本に来たのだか
らんだから、日本の VHS テープやレーザーディスクも手に入れたいと思ったが、現地（四国）
の日本人と話すと、レーザーディスクとは何かを知らない。かつてはどのお店にも売ってたじゃ
ないかと思うが、その宝を忘れ去ってしまっている。日本の社会というより、日本で生活してい
る日本人の考え方、意識に驚いた。すばらしい文化があふれているし、それに囲まれて生きてい
る の に、そ れ に 気 づ い て い な い。ま さ に、そ の、英 語 の 表 現 の「 can’t see the forest for the 
trees 」という表現がぴったりの国だなと思った。アニメをはじめとするサブカルチャーの資源
が豊富だからこそ、そのすばらしさに目を向けていないと思った。
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⑶　第 III 期　 イギリスでの青年期② ― 日本を旅行して日本の言語や社会に関心を持つように
なり、イギリスの大学に入学し、日本留学を決めるまで：BFP ③～④
　しかし、その後で思ったのは、「日本にはいっぱいあるからこそ気がつかないし、気がつかな
い人たちが多いけど、コアな人は深くなる」ということだった。その「仮説」が、先の日本の大
学院での研究につながった。日本人のサブカルチャーへの認識の現状はわかったが、自身として
は人生の中でどのようなことがやりたいか、つまり日本のアニメで何かをやりたいということが
そのころだいたい決まっていた。あきらめていたら何も残らないし、現地の日本人でさえも日本
のアニメのすばらしさを知らない人が多いのであれば、自分が教えたいという気持ちを持つよう
になった。それでイギリスの大学に進学することにした。専攻は、表象することへの強い関心が
あり、コンピュータグラフィックスとする可能性も考えたが、選考に落ち、結果的に日本研究に
なった。
⑷　第 IV 期　日本滞在期 ― 日本留学から現在まで：BFP ④以降
　当時は、日本のアニメを世界に伝えていくには、まだ日本語が必要な時代で、大学時代は、ま
ず「日本語をもっと上手に」と思って努力した。現地の日本人でさえも日本のアニメのすばらし
さを知らない人が多いのであれば、自分が教えたいという気持ちがあるのは、前も今も変わらな
い。好きだからやっているというよりは「自分なりに正しいと思うものに変えたい」という思い
で取り組んでいる。
　こういった思いは、大学進学後の交換留学時代にもあった。ある先生の授業で、あなたの好き
な漫画について書いたり、発表したり、グループでディスカッションする活動があったが、自身
は、ドラえもんやミッキーマウス、『バガボンド』といった皆に知られているものではなく、「実
際にみんな知らないから、これを伝えたいんだという気持ちで」取り組んだ。結果として『バガ
ボンド』などは聞き手の反応がよかったが、自分の発信についてはそうでもなかった。しかし、
本来、発信というのはみんなが反論なくいいというものを発信するものでなく、「実際にみんな
知らないから、これを伝えたい」と思って発信するものだと思う。それで、自身としてはますま
す頑張らなくてはと思うようになった。同様の経験を交換留学時代には何度かした。
　しかし、日本と関わりを持って生きようということをそのころ思うようになって、大学を卒業
した。大学卒業後は、日本に戻る方法を考えて、日本の大学院に進学した。大学院でも、就職後
も同様の経験をしている。
　現在は時代が進み、アニメーターも全部日本のアニメスタイル、動きやデザインも完璧に再現
できるのだがクリエーターはみんな外国人だという時代に入っている。しかし、日本国内の業界
がこの現実をどれだけ意識しているのかはわからない。日本のコンテンツのニーズが世界にある
し、日本の強いところは今、漫画アニメだと政府が言っていて、確かにそうだと思うが、現在は
日本人じゃなくても日本風のコンテンツは作れるようになっているし、海外の人のほうが海外の
ニーズに合わせることができる。日本にはそれに対する危機感はあるのか、というディスカッシ
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ョンをしないといけないのだがそれができていない。
　自身が好きなものや問題意識を持つものは「全部ごみ扱い」のようになるのは、もう慣れてき
たが、慣れていても、仲間がつかない限り、あきらめたくなる時もある。気持ち的には落ち込む
が、本当にあきらめてしまったら残るものはないし、自身にはあきらめるという概念はない。で
はどういう行動になるかというといったん日本を離れることだと思う。可能性は無限だから、あ
きらめられないが、自身に対して消極的な態度をとる人たちと接することをあきらめるという意
味であったら、日本を離れてもいいかもしれないとここ 1 年ぐらいは、考えてはいる。今は、自
身のような考えを持っている人たちは海外では、結構出始めていて、日本のものを全部吸収して、
日本に頼らず特に日本の官僚的なこととかに従わなくてもクリエーターを中心で、面白いものを
作ろうよという若手の会社が随所ででき始めている。では、どこに行けばいいのかというのが問
題として残っている。
　以上のように、協力者 D は、幼少期にアメリカや日本のアニメに触れ、そのデザインの素晴
らしさに感銘し、その後イギリス、フランス、アメリカ、日本など、地域によって日本のアニメ
の評価の仕方、扱われ方、普及具合が違うことを実地で経験し、「ほかの人が知らないものを自
分が伝えていく」「自分なりに正しいと思うものに変えたい」「あきらめない」という強い信念を
もって人生を切り開いてきた。そして、日本語は、ほかの人が知らないものを深く理解し、伝え
るための重要な道具であった。しかし、現在は日本語の位置づけや機能が変わったという時代の
推移についての認識を持つに至り、日本語をほかの人にない、特異な能力として発揮させ、自分
のやりたいことをするには、日本を離れてもいいのかもしれないという迷いを持つようになって
いる。「日本のアニメで何かやりたい」、すなわち日本とつながって生きるという点は依然として
変わっていないことがわかる。
4.2.3　 日本・日本語と関わって生きることに対する協力者 D の径路に影響を与えた SD お
よび SG
　本節ではどのような経験が日本・日本語と関わって生きることに影響を与えているのかを考察
するために、協力者 D の意識の変容に影響を与えたと思われる SD と SG を見ていく（表 3 ）。
　まず SD は、日本で働き生活するという強い希望の実現を阻害した要因である。協力者 D にと
っては、「日本旅行中の体験：日本人なのに日本のアニメを知らない」「日本での交換留学中の経
験：日本の企業で働くのは嫌」「日本は自分のいいものを大事にしないのか：エルドラドのオリ
ジナルがない」「好きなものが全部ゴミ扱い」「交換留学中も日本の良さを伝える」「努力をして
も理解がない人との差が縮まらない、仲間がいない」「日本人でなくても日本風のコンテンツが
作れるようになってきたし、海外のニーズに合わせることができる」「周囲の反応（学生やコン
テンツビジネス関係者、クリエーター、クールジャパン政策など）：自分が頑張っても変わらない」
の 8 つが SD である。
　これらを大きく分類すると、協力者 D が、価値があると感じるものに対して周囲が同様の評
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価としていないということと時代の流れに対する認識に分かれる。「日本旅行中の体験：日本人
なのに日本のアニメを知らない」「日本は自分のいいものを大事にしないのか：エルドラドのオ
リジナルがない」「好きなものが全部ゴミ扱い」「交換留学中も日本の良さを伝える」「努力をし
ても理解がない人との差が縮まらない、仲間がいない」「周囲の反応（学生やコンテンツビジネ
ス関係者、クリエーター、クールジャパン政策など）：自分が頑張っても変わらない」がこれに
該当する。また、時代の流れに対する認識は「日本人でなくても日本風のコンテンツが作れるよ
うになってきたし、海外のニーズに合わせることができる」が該当する。この 2 つと異なるのが
「日本での交換留学中の経験：日本の企業で働くのは嫌」である。大学時代に自身の生き方の方
向性として日本のアニメと何らかの関係ともって生きていくと心に決めた協力者 D が、交換留
学中に持った日本社会での働き方についての認識である。
　一方、SG は「家庭環境「ペルーは卒業する国」叔父・叔母」「社会環境「ペルー以外の国はみ
んな偉いんだ」世の中みな輸入品、解像度悪い白黒 TV でアメリカのロケット打ち上げを見る等」
「社会環境：日本の物との接触が多い（ファミコン他）」「社会環境：日本アニメと出会う（南米
TV コンテンツの在り方）」「個人の性格：映像表現に関心（コマ割、CM など）」「気候や風土：
ロンドンは寒くて暗い、アニメは子どもっぽいと扱われたショック（ TV や友達の扱い）」「アメ
リカ版アニメへの幻滅：アメリカ主導のトランスフォーマーはダメだ」「母親の仕事：ユーロス
ターで訪仏、日本漫画専門店で買い物」「アメリカ訪問：ペルー時代の母の友人宅へ。ファミコ
ンがあってそればかり」「アメリカ訪問：ユニバーサルに行って感動。Back to the future のアニ
メ版の存在も感動『なぜイギリスにないの』、Xmen は深い」「アメコミ専門店に行き、セル画の
コレオグラフィーとの出会い」「日本旅行中の体験：美しい日本の風景」「絵のクラス：アニメ好
きなクラスメートから情報を得る」「 Evening course：日本語と社会の関係に関心を持つ」「大学
のクラスメート：日本語環境を作る」「社会環境：日本の生活は便利、治安よい、美味しい食べ物」
「個人の性格：才能が認められても他の人ができることはしない。自分しかできないことをやり
たい。生活の便利さより生きがいを求めたい」「個人の性格：諦めたら起きられないぐらい落ち
込むと予想がつく」　の 16 項目がある。これらは、出身国ペルーから外に向かわせるもの、また
日本の良さに気づくきっかけを与えてくれるものと、日本やアメリカンの文化の良さを評価する
協力者 D の感性、その中でも特に日本に向かわせるもの、そして本人の資質・性格に分類できる。
　まず出身国ペルーから外に向かわせるもの、また日本の良さに気づくきっかけを与えてくれる
ものとしては、「家庭環境：「ペルーは卒業する国」叔父・叔母」「社会環境：「ペルー以外の国は
みんな偉いんだ」世の中みな輸入品、解像度悪い白黒 TV でアメリカのロケット打ち上げを見る等」
「母親の仕事：ユーロスターで訪仏、日本漫画専門店で買い物」「アメリカ訪問：ペルー時代の母
の友人宅へ。ファミコンがあってそればかり」「アメリカ訪問：ユニバーサルに行って感動。
Back to the future のアニメ版の存在も感動「なぜイギリスにないの」、Xmen は深い」「アメコ
ミ専門店に行き、セル画のコレオグラフィーとの出会い」が該当する。また、日本やアメリカン
の文化の良さを評価する協力者 D の感性　「社会環境：日本の物との接触が多い（ファミコン他）」
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「社会環境：日本アニメと出会う（南米 TV コンテンツの在り方）」「個人の性格：映像表現に関
心（コマ割、CM など）」があるが、それをさらに日本に照準を当てるのが日本の良さに気づく
きっかけを与える SD で、「アメリカ版アニメへの幻滅：アメリカ主導のトランスフォーマーは
ダメだ」「日本旅行中の体験：美しい日本の風景」「絵のクラス：アニメ好きなクラスメートから
情報を得る」「 Evening course：日本語と社会の関係に関心を持つ」「大学のクラスメート：日本
語環境を作る」「社会環境：日本の生活は便利、治安よい、美味しい食べ物」が該当する。この
SD により、協力者 D は、日本と関係した形で生きていくことに魅かれている。
　これまで見てきた通り、協力者 D は自身の意見や考えがどの段階でも周囲に受け入れられて
きた印象を持っていないが、それでもなお自身の進む方向を貫く努力ができているのは本人の資
質と個人の性格で、これらは「才能が認められても他の人ができることはしない。自分しかでき
ないことをやりたい。生活の便利さより生きがいを求めたい」「個人の性格：諦めたら起きられ
ないぐらい落ち込むと予想がつく」といった語が位置付けられる。
5．考察とまとめ
　本稿は PAC 分析インタビューと TEM により協力者 D が EFP「日本や日本語と関係を持ち続け
て生きる」に至る径路を分析し、日本・日本語と関わって生きることに対する調査協力者 D の
径路に影響を与えた SD および SG を捉えた。
　筆者らは、本研究について、EFP を「日本や日本語と関わりを持ち続けて、日本で生活し続け
ること」と想定して研究を開始し、歴史的ご招待（ Historical Structured Inviting: HSI ）（安田他、
2017 ）に基づき協力者 D を研究協力者として「お招き」したが、インタビューを続ける中で、
協力者 D は、日本のアニメと関係をもって生きていくことを心に決めている一方で、時代の推
移を認識することで、活躍の場が日本でなくともいいかもしれないという考えを持つようになっ
た。このような協力者 D の考えは筆者らが想定した EFP と異なることから、本研究は協力者に
とっての EFP である第 2 の等至点、すなわち 2nd EFP を設定して TEM 図を描く必要があると考
えるに至り、これを日本に住まないとしても、「日本や日本語と関わって生き続ける」と設定す
ることとした。
　本研究は、日本での 1 年の交換留学を経て大学を卒業し、日本に住み、働き続けることを選択
して数年以上経過した元日本語学習者が、日本での日本語学習や経験をどのように意味づけてい
るかを分析していようとしたものである。本研究から見えてきたのは、丸山・小澤（ 2018、
2019）との共通点としては日本に住むことの魅力であるが、相違点は、インターネットが発達し、
言語の枠組みが地理的な枠組みでは説明できなくなりつつある現在における日本のサブカルチャ
ーの動向と、発信者としての元日本語学習者が活躍するフィールドを模索する姿である。元日本
語学習者にとって強く関わりたいのは日本や日本のサブカルチャー、あるいはより広く日本の表
象文化であるが、それに関わり活躍することで自己実現を果たす上で、日本に定住する必要性が
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あるかどうかも含めて模索しているということがわかった。
　入管法の改正（入国管理局、2018 ）を受けて、日本語教育の領域からは、日本語教員の専門
性についての声が大きくなっている（石井、2019 ）が、本研究は、日本社会が迎える日本語非
母語話者が捉える日本のサブカルチャーの可能性や、取り組みについての課題を日本社会がしっ
かりと受け止められていない可能性があることと、協力者 D のように日本とアメリカ以外の複
数の現場を知った上で、日本文化の発信の可能性を議論しようとしている人財が活躍する場をど
のように創出していくかといった課題であることを示した。
　日本文化をめぐる世界の状況が時々刻々と変化している現在、日本語教育担当者がその現実を
認識した上で、日本語学習者のキャリア形成を視野に入れながらどのように日本語学習を促して
いくかが一つの課題となっていることについて示唆を与えている。日本語教育に従事する者は、
単に日本語教育の提供のみを考えるのではなく、こうした SG に対する理解を深め、その必要性
について、受け入れに関わる多くの人々や機関に広く伝えていくことも肝要であろう。
　
注
本研究は科学研究費「「移動して学ぶ」時代の日本語教育 ― 留学体験の意味づけの変容」（基盤（C）
課題番号 16K02824 ）の研究活動の一部である。
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